20111225部礼拝

盲人がどうやって(ルカ6:37-45)
今日この礼拝が２０１１年最後の聖日礼拝となります。クリスマスですが２３日にクリスマス礼拝をささげましたので、１年最後をきちんと整理してまとめる意味ある祝福のときになっていただきたいと願います。いろいろな思いがあり、また振り返って微笑むことも、しわが増えるようなこともあったでしょうが、福音をもって神様が２０１２年度を迎えるためにどのような部分をしっかりと見つめて欲しいと思っていらっしゃるのかという思いで最後の礼拝を祝福のときにしたいと思います。一番大切なのは結局、人です。今、ペットブームなどと言われておりますが神様が大事にしていらっしゃるのは、そして、この地球のすべてが動いている中心は人間です。ですから、人生の正しい勝利と成功は人を正しく理解しない限りは無理です。言葉を換えると人のことを正しく理解さえすればその人は正しい処世ができるし、そして、人間関係において正しい成功を治めることができるという意味にもなります。みなさんは今まで、そして、今年１年間を振り返って人間関係において、あるいはみなさんと関わっている人々に対してどのような一面を過ごしてきたでしょうか。本当にそこに成功があったと言えるでしょうか。最後の礼拝のときに人のことを正しく理解する、そこから人生の本当の意味での勝利が始まるという約束を心にぜひ覚えていただきたいと思います。難しい言葉で申し上げると人間論がしっかりしていない限りは人間が一緒に暮らしていくものですから、そのことを理解しないといけません。今日、イエスさまは弟子たちにいろいろなお話をしながらイエスさまを信じて神の民となっている者は、外見は同じ人間のように見えていても、しかも、旧約の信者とまた違って、その人の中に天の御国が臨まれるようになりますので、その人たちの生き方、道徳のレベルなどは次元がまったく違うものになるとおっしゃっていました。それを聞いている弟子たちの今現在の容姿は「あの人たちはだめなのではないか」と思われるような容姿でした。それにもかかわらずイエスさまはイエスを信じて受け入れた弟子たちに対してそのようなことをおっしゃいました。そのかわり、今だれが見ていても「偉いな」と思われていたユダヤ人やイエスを信じていないパリサイ人や律法学者に向かって「あなたがたはだめだ」とダメ出しをしている場面です。そのなかで今日、最後にこのような話をしていらっしゃいます。人をさばいてはいけません。これがまたクリスチャンの私たちの道徳の基準です。生き方の基準です。「さばいてはいけません。罪に定めてはいけません。それから、憎んでも恨んでもいけません。許しなさい」という話をしています。そうおっしゃっているのは弟子たち以外の偉そうに今いばっているパリサイ人やユダヤ人たちは、さばいて罪に定めて、また、人を許していない生き方をしているからです。そして、それが当たり前で神のみこころにかなうものだと思い込んでいるからです。そのような人々に向かってたとえ話をしながらイエスさまがおっしゃいました。「盲人に盲人の手引きができるのか」これはパリサイ人やイエスさまを拒んでいた偉い知識のある、教養のある人々に向かっておっしゃったことなのです。そのような人々は今イエスさまについていくような貧乏な人、学歴のない人、道徳的に足りない人などに向かっていろいろな説教をしながら「だめだよ。それではいけないよ」とお話をしたりする立場です。でも、イエスさまはそんなユダヤ人やパリサイ人、律法学者に向かって「あなたがたは盲人でありながらあなたがたの目が見えないくせに盲人の手引きをするというのは、はたしてありえるのか。よいのか」という話をしています。「あなたがたがやっていることは、話はもっともな話かもしれませんが、それは間違いです。本当はありえません。一緒に穴に落ちてしまうような危ない行為であり、やってはいけないことだ」という話をしています。
1． 自分の目に梁が
　それから、そうおっしゃりながら「自分の目には梁があるのにそれに気づかないで兄弟、相手、他の人の目にあるちりを見ながら、それは良く見えて、『そのちりを取らしてください。そのちりを取りなさい』と言うようなことははたして成り立つものなのか。よいのか」とおっしゃいっているのです。これを聞いている律法学者、今まで多くの人に教えたり、説教したり、また指導していた人々はどういう意味なのか分かりません。でも、イエスさまはそのようにおっしゃいました。それで、まず自分の目にある梁を取ってから、それで正しく見えてくるようになるはずです。先に自分の目にある梁を取るのが先ではないのか。それなのに彼らは自分の目に梁があることも知らないで、ゆえに当然、それを取ろうともしないで、とにかくちりを指摘しながらちりを取ろうとしているばかりでした。そうすると、両方ともだめになります。どっちにもいいことはありません。なぜそのようなことをするのか。なぜそのように走る必要があるのか。なにが必要なのか。なにを優先にやるべきなのかという話をしています。それはまたここでは細かくおっしゃってはいないのですが今、彼らが「ちりがある」と指摘し指をさしているイエスさまについている、イエスさまに従っている弟子たち、彼らは実は梁が取れている者なのだという意味もあります。最初からそういう話をしていました。パリサイ人は自分が幸せで、自分が偉い者だと思っていたときに「とんでもありません」と人生のどんでん返しの話をしました。「あなたがたが今、貧乏で埃だらけでぐちゃぐちゃになって指差されているかもしれませんが、イエスを信じているあなたがたが幸せな者、幸いな者、天の御国はあなたがたのものなのだ」とおっしゃったのと同じ流れです。人の目に梁がみなくっついているので「私はわかる。これは正しい。これはこうすべきだ。人生はこのようなものだ。幸せはこうだ。人間はこうであるべきだ」ということが実は全部でたらめだという話です。目が見えないのに「これは赤。あれは黄色。後ろはたぶん黒だ」と言っているのだけど、それはおかしくないでしょうか。ただ、肉の目に見えて、自分なりのいろいろな基準を持っているので、それによってこれだ、あれだと判断し、評価して考えているのですが、はたしてそれで良いのでしょうか。盲人なのに盲人であることをわかっていない。梁が自分の目に刺さっているのをわかっていないのです。それで人のことが正しく理解できません。人がどのような存在なのか、何が必要なのか、彼らの説教や彼らのさばきや指導が必要なのではなく、違うものが必要なのです。それなのに、それが見えてきません。ですから、絶対に正しい人間関係、人との関係において勝利するということは論理的にも期待できないのではないでしょうか。イエスさまは今日そのような話をしながらレムナント教会の２０１１年の最後の聖日礼拝のメッセージとして私たちに語っていらっしゃいます。ぜひ、皆さん、人とはどのような存在なのか、人は何が必要なのか、自分をはじめ、他の人に何が必要なのか考えてください。２０１１年は大きな千年に一度と言われるような災害があったり、災害でなくてもいろいろな事件があり、また個人的にもニュースにはならない人生のさまざまなことがあった１年です。何が人には本当に必要で求められるのでしょうか。みなさんは何を必要とし、また何を求めつつ、人との関係においては何をメインにして１年を過ごしてきたでしょうか。それを振り返りながら来年、２０１２年度は反省を含めクリスチャンとしての正しい人間関係、正しい人間論をしっかり刻み込んで新しい年を迎えるべきではないでしょうか。聖書は私たちに語っています。人を理解するためには自分自身の目の中に梁が食い込んでいるということを知らなければなりません。その梁というものはどういう意味でしょうか。パリサイ人、道徳的には偉い、社会的も安定していて、一般的に評価した場合、評価されるような人々の中に、しかし、それと関係なくその目には梁が食い込んでいるとおっしゃっています。その梁とはなんでしょうか。肉的に、人間的にそのような基準を持って評価して出るようなものではありません。ここで梁というものは霊的な問題を意味します。
1） 神様と創造
　その梁のことは正しく理解するために、まず神様がこの宇宙、地球を創造された創造の神様だと知るべきです。この万物はたまたま生まれたものではなく、ビックバンだか何かによって始まったのではなく、神様によって創造されたものです。その中で神様はこの地球のすべてをまかせて、この地球を管理しながら神の栄光を現すためのものをつくりました。それが人間です。人は目的も違うし、価値も違うし、最初から違います。創造の神様がこの世界を創って、それからその一番中心に人間をお創りになりました。それで人だけを神のかたちと言うようになりました。人は神に祝福され、神とともに神の栄光を現す最高の目的をもって人生を生きるものでした。
２）サタンと人の堕落
　でも、ご存知のようにその栄光に富んでいた神のかたちと呼ばれていた人間がサタンにだまされ惑わしに倒れ罪を犯すことによって堕落してしまいました。その神のかたちである栄光を全部失い、暗やみの力に捕らわれ呪いの運命の力に捕らわれ、そこから抜け出すことができないまま人生を生きるようになりました。それを人間の不幸と言います。
３）すべての人は罪を犯したので

　すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない。これが罪です。ただ何か悪いことをしたとかという意味ではありません。根本的な内容です。その結果、聖書は自分の罪と罪過の中に死んでいた者であって、一番大切なたましいが死んでしまうようになりました。つまり、神様と関係が全部壊れ、悪魔、サタンに支配されるようになったというのが死んだということです。これが罪の結果です。しかもそれは特別な人、具体的な対象がいるわけではありません。すべての人が罪を犯したのです。肌色や、時代がどんな時代なのかなどとは全く関係ありません。すべての人が神のかたちが壊れサタンによって堕落し、罪を抱えているままの状態で生まれ、その滅びの人生を生きるようになりました。これはどれほどまじめに生きるか、どれほど成功を治めたのか、そうでないかなどの肉的な人間的な差や違いなどとは全く関係ない根本にある霊的事実です。これが霊的なことです。
４）生まれながら神の御怒りを受ける子
　それで人というのはなにをどうするかの前に生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた存在です。そういう意味で人は自分の基準をもって上下、善悪などの区別や違いを言うかもしれませんが、神の前に立ったときみな同じです。それが人間です。このような罪の問題はどうしても自分でそれを処理することができない霊的な問題です。これが梁というものです。人と比べてどうのこうの言う前にまず根本的に生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれました。人が一番勘違いして、クリスチャンでも神様の答えをなかなか味わえない一つの理由は、もったいない、くやしい、残念な理由は、正しい人間論が聖書どおりに理解できていないのです。悪いことをすると悪い人間、そうでないと少しましというような考え方からなかなか出られません。でも、聖書はすべての人はみな梁が目に刺さっていると言います。生まれながらです。
２．霊的事実を知らないので
だから、他の人を見る前に霊的な事実が何かわかっていれば、自分の目に梁があることに気づくでしょう。梁とはこの罪のこと、根本的な霊的な問題を意味します。人の何かによって左右されない、元々あったもの、これが刺さっていました。霊的なことがわかっていればこれが刺さっているということがわかるようになるでしょう。まず、すべての人なので自分もそこに入ります。だから、自分が盲人だということにまず気づくはずです。自分は見えません。ですから、「赤、青、黄色、紫と言う資格は本当は自分にはない」となるはずなのにみんなよくもしゃべります。よくもわかっているようなふりをします。イエスさまがご覧になったとき「それはおかしいよ。盲人が盲人の手引きをするというのはどういうことなのか」とおっしゃられました。しかし、なぜ盲人が盲人の手引きをするのでしょうか。自分が盲人だと気づいていないからです。両方、不幸になるだけです。まず、聖書が言っている正しい人間論というのはだれかを見る前に自分の目に梁が刺さっていることを知ることです。すべての人が罪を犯したので。
1） 律法と道徳が最高の基準
　けれども、今申し上げましたように、このような霊的な事実がわかっていないがゆえに本当はわかっていないことが本当の意味での盲人です。わかっていないので、そこから生まれるのがほとんど本能的に、無意識的に生まれるのが何かというと律法、法律、ルール、決まり、道徳などを最高の基準に取り上げるようになることです。別に律法や道徳が間違っているとか悪いとかいらないという意味ではありません。でも、霊的な事実、盲人だということが、梁が刺さっているということがわかっていないがゆえに、結局、違うものが基準に取り上げられるようにならざるを得ないのです。それが律法や法律やなにかの決まりやルールや道徳です。今、ユダヤ人、パリサイ人たちは神のみことばという大義名分をもって、実は神のみことばではなくて律法なのです。法、ルール、道徳というものです。これは別に悪い思いでやるのではなく霊的なことがわかっていないとこっちのほうに走るしかありません。だれでもそうなります。それでなにかの基準を必ず設けます。イスラムの人はイスラムなりの基準、アフリカはアフリカなりの、日本人は日本人なりに、日本人の中でも人それぞれ、また家系それぞれの基準があります。なにか自分なりの基準を設けるようになります。その基準があるがゆえに、それがものさしになって、それに合格するものに対しては拍手を送り、また高慢になるしかありません。
２）さばきと高慢と挫折
そして、その基準があるからこそ、それに至らないものはさばいて、自分の場合は挫折するしかありません。それが基準というものです。人が持っている基準、世の中で作り出された、生まれた基準は全部そうです。それではこの国に法律などはいらないのか、そういう意味ではありません。法律も必要だし、ある社会、団体、グループでは維持のためのルール、決まりも必要です。ただ、それが最高の基準にはなれません。ある意味、クリスチャンの目から見たときにはその基準は人があまりにも神から離れ神の導きなど、憐み、愛などがまったくわかっていないまま生きるので、その罪深い社会、世の中をある程度、守り維持するために仕方がなく必要なものになります。それが法律であり、決まりであり、ルールです。みなさんが個人的にもっているそれが文章にきちんと整理されているかは別にして、自分なりに無意識的にもっている基準があるかもしれません。また教えられた基準があるかもしれません。でも、そういったものは罪人なので仕方がなく生まれたものです。いらないというわけではありません。それは基準にはなりません。それなのに霊的なことがわかっていないのでそれらを基準にして、それに至らないもの、ちりが見えてくるようなるのです。そこでちりというものは霊的な内容というよりはこの道徳的な律法的な基準にひっかかるいろいろな内容を意味します。基準があるので基準に至らない場合はさばくしかありません。基準を上回った場合は「よくやった。私は偉い、良い人間だ」と思うしかありません。でも、本当はそうではない、みな梁が刺さっているのに知らないでいるから。
３）順番の前後
結局、イエスさまがおっしゃっているのは本当に霊的なこと、梁のことがわかっているなら自分を先に気にするようになるはずなのに、そうではないので順番が前後してぐちゃぐちゃになっているということです。自分のことを見ようとしないし、見ることもできないでしょう。だから、人間そのものがぐちゃぐちゃです。それで「これは、あの人は、その人は。うちの旦那は、奥さんは、子どもはこうだ、ああだ」となるのです。私もそういう一人です。でも、２０１１年最後を整理しながらその部分はすぐに私たちが実行できなくても「そうなのだ」という悟りと約束を握り信仰はしっかり持たないといけません。そうでないとパリサイ人のようにせっかくクリスチャンになったにもかかわらず余計な基準をもって、それを物差しにしてそこで倒れたり、高慢になったり、人をさばいたり憎んだりするような人生が終わりません。そこでは人を得ることができません。人との間に勝利は期待できません。神様が人と人の間に用意していらっしゃる祝福がありますがそれは味わうことができません。
4） 終わりのない迷宮入り
　その結果、終わりなき迷宮入りになってしまいます。けじめをつけるとどっちが正しいかはっきり結果がでるかもしれません。しかし、霊的なことに気づかない限りはどっちでもダメになります。だから、そうではなくて「どうすればいいのか。自分はルールに従ってやったにもかかわらず結果が平和もないしいのちもないし何もない。だからどうすればいいのか」とまた違うことを考えたりするのですが、結局同じです。霊的なことがわかっていなければ終わりなき迷宮入りになってしまうのです。これを盲人といいます。すべてはその梁と今言われている霊的なことに目が開かれるしかありません。別に人が悪いか良いかは関係ありません。性格の良い人は別の基準を少し穏やかに持つかもしれません。性格がワイルドな人は律法の基準をワイルドに持つかもしれません。その違いだけであって結局、人との関係に勝利できる真の基準とは遠く離れている別の何かに操られて遊ばれる人生になるしかありません。しかも、それがもっともで正しい内容なので、いつまでたっても迷宮入りです。正しくないとすぐにわかれば捨てる勇気もありますが律法しか、道徳しかわかっていないのでそれは必要なのですが、もう一度申し上げると、霊的なことがわかっていないがゆえに人は神を失い、罪人になった人をせめて守るためのものです。ぜひ覚えていてください。それで多くの人が自分の目に梁が刺さっていると知らないで、他人の目にあるちりばかり気にしている生き方をするようになるのです。両方とも良いことなしです。

３．霊的事実がわかれば
　でも、一番、最初に申し上げましたように梁で表現されている霊的なことがわかっていれば、もっと簡単に言えば本当の意味で聖書が言っている罪が何かわかっていれば、霊的な事実がわかっていればこのような結論にたどり着くようになります。
１）さばきは無理
悪いか良いか間違っているかどうかと関係なく人をさばいて罪に定めるということは私にとっては無理なことです。梁が刺さっているでしょう。たとえば、ものすごく悪いことをしたとしても、それは別に悪いことを良いことにしましょうと言う話ではありません。けれども、問題はそれを私が、梁が刺さっていることをわかっていれば目に見えないからさばいたり罪に定めたりするのはありえないし、不可能であり無理だという答えが出るでしょう。ですから、決まりがどうのこうのという前に、私にはそれは無理で資格がありません。
２）自分の中の梁を先に
　それで先に自分の中にある梁、自分の目に刺さっている梁にこだわって気にして、それを取ることを優先にせざるをえません。それが正しい人間論の結果です。これは普通の宗教で言っているように「他の人の前に自分のことを先に顧みるのが良いことです」という意味ではありません。本当に霊的なことは原罪という罪が何かわかっている、神を離れてしまったということが何かわかっているのであれば、それは自分を含めすべての人です。それが本当にわかれば論理的にも「これは赤だ、黄色」ということ自体がおかしいということです。確かにこれは赤で黄色かもしれません。でも、私の方には見えない、私の方にはわかりません。まず取らないといけないので。順序がそのようになります。だから、自分の目にある梁を先に取ることによって、相手のちりも見えるようになります。そのときは、そのちりが前に見たのと違うものに見えます。結論から言うと、そのちりがさばくためのちりではなく、「なるほど。あの人も梁が刺さっているので、あのようなちりができちゃうしかないのだ。その梁を取り除く神の憐みと神の恵みが必要なのだね」という材料に見えてくるのです。それが憐み、愛、恵みというものです。クリスチャンの道徳の基準は憐みと恵みと愛です。それは私たちが心が広い寛容な人だからではありません。それが事実なのです。結局、みなさん。霊的なことをいっぱい聞きましたが本当にそれを認めてそこから思想や考え方をスタートさせることが実際あったでしょうか。神様の恵みはそれなのです。そうすれば、結論的には人と比べて劣等感などはある意味愚かなことです。みんな同じです。言葉を変えると皆、神の憐みが必要な対象です。黒人も白人も黄色な人も別に区別、差別などはありません。それはエイブラハム・リンカーンがキャッチコピーとして掲げて大統領選に臨んだ聖書の箇所ではないでしょうか。リンカーンは正しい人間論を理解していました。なぜただの黒い人とただの白い人と同じでしょうか。霊的なことがわかっていれば。原罪が何かわかっていれば。神のかたちという言葉の意味がわかっていれば。
３）根本治癒
　それで、自分の中にある梁、つまり、表面のうわべではなく根本の方をまず治療して癒されないといけないという答えが一番先にでます。自分の根本、梁を取り除く、つまり、原罪のどうしようもない問題を解決することが優先なのです。それが梁です。みなさんが今まで生きてきて４０年、５０年、６０年生きてきて別にそんなに人に迷惑をかけたり、悪い犯罪に手を染めたりということはないから、ニュースに出ている凶悪な犯罪と比べると良い人だという意識があればそれは間違いです。私もついついそう思いますが、聖書をとおして黙想しているうちに、こう思うことにしました。いつもそうなるかは別にして、極端に凶悪な犯罪者がいても「あんなことをやれるのか」ではなく、「なるほど。私もあの人と同じことができる、それ以上のこともできる凶悪な悪い人間だ」と。それが聖書的な人間論です。ただ私は神様に守られて、あるいは、守られ神の祝福を知る前もそのようなことがなかったとしても、それは私にそのような環境や機会、きっかけが与えられていなかったのでスムーズに来ただけであって、本性は同じものなのです。これが本当ではないでしょうか。前にも申し上げましたようにダビデは人の妻を寝取ってしまう罪を犯したにもかかわらず気づいていませんでした。それが指摘されわかったときに「なんで自分はこんなことをしたのでしょうか」と悔い改めたわけではありません。そうなると、今までは良かったということでしょう。その一つの事件、一つの犯罪をとおして、自分の根本の根っこから腐っていることに気づいて神に「私は母の胎から罪あるものです」と告白しました。これが聖書が言っている人間論です。なぜそう言えるのでしょうか。これは自己虐待でしょうか。そうではありません。霊的なことがわかっていれば、道徳的な意味で腐ったとかいう意味ではありません。道徳的には人と比べると偉いところも反対のほうもいろいろあるでしょうが、それは優先ではありません。霊的な梁です。神に対して原罪の罪を持ってサタンと知らず知らず仲良くし、偶像崇拝に走っていた、神なんか無視してきた根っこからのたましいが腐っていたものです。それにはだれも「私は自信あります」と手を上げられるような人はいません。これが聖書が言う人間です。だから、根本的にまず自分の梁を見るしかないし、相手のことを「ああだ、こうだ」と言うことはできないし、資格もないし余裕もありません。その根本の治療の鍵、祝福がキリストです。だから神さまはキリストを約束されました。このどうしようもない罪のために罪なきキリストがこの罪を完全に聖めて罪を無くすために来られた、それがキリストという意味です。神様を離れサタンの手に捕らわれ操られている私たちが神様とまた出会って神のいのちが与えられ、このサタンの勢力から運命の力から永遠に解放されるようにするという意味がキリストです。
４）キリスト優先
　ゆえに霊的なことが本当にわかっていればキリストが最優先で、キリストが絶対的に自分自身に必要だとわかります。基準ではなく、裁いたり良いか悪いかが先ではなく、キリストが一番先、最優先です。キリストはなんでしょう。梁を取り除く鍵です。梁はなんでしょう。神を失い、どうしようもない罪に捕らわれ運命の力に捕らわれていたそれを根本から無くしてしまうのがキリストです。霊的なことが本当にわかっていれば相手がどうであれ、自分がどうであれキリストが最優先です。キリストが必要です。絶対的にキリストを求めるしかありません。

5） イエスはキリスト

　そのキリストが来られました。それがクリスマスであり、そのキリストがイエスです。それでイエスを信じるようになるでしょう。それが梁が取り除かれる祝福です。そのときから盲人ののろいから解放され見える者になります。それでも過去のいろいろな傷などによって曇る場合もありますが、根本的にはイエスを信じると梁が取り除かれることになりますので、これからはっきり正しく霊的な目で見るようになります。今まで慣れていないので、キリストを受け入れたにもかかわらずイエスがキリストである、梁を取り除くキリストであることがよくわかっていなかったので、昔の傷のまま今も見ているかもしれません。それは残念なことです。イエスを信じている皆さんはそのイエスがキリストなのでみなさんの目に刺さっていた梁は全部取り除かれました。だから、皆さんはこれからは人を福音の目で、正しく霊的な目で見て、人を理解して、人になにが必要なのか、人を見たときにもキリストが求められ、キリストが必要である、キリストが最優先に取り上げられるような目を持つようになりました。それをこれから回復しないといけません。現場で女の人が姦淫の罪を犯し、人々に捕まってイエスさまの前に連れられてきました。それは律法によりますと石打にされ殺されるとなっていました。それでイエスさまに訴えました。「この人は現場で姦淫の罪を犯したのでモーセによりますと殺されるべきです。あなたならどうしますか」イエスさまが腰をかがめて何かを書いていらっしゃったときに「ジレンマに陥った。イエスさまはなんにも答えられない」と騒いでいたときに、イエスさまが腰を上げておっしゃいました。「あなたがたの中で罪のない人間がいれば、まず先に石を投げました」すると律法ではそう言われているかもしれません。でも、霊的な事実が取りあげられると一人一人石を置いてみな行ってしまい、女の人とイエスしか残っていないつまり、だれも確かに悪い、確かに間違い、確かに殺されるという罪かもしれません。私たち人間の方にはその人を裁いて罪に定めるような資格はないのでしょうか。相手が悪いのを和らげるためにではなく自分の方に梁が刺さっている限りできません。それで悪いか良いか、私たちがもっている基準がものざしになっていろいろな結果「あれは私たちはこれからこだわってはいけない、どんなに正しい内容で、ルールに従ってぴったりあったものであっても私たちは相手にしてはいけません。なぜでしょうか。梁。イエス・キリストです。それで聖書は人を裁いてはいけませんと言います。私たちにそのような力、能力はありません。ですから、まず他人より自分の梁のことを気づいて、それを取り除く鍵であるイエス・キリストを正しく信じて受け入れることによって、まず自分の梁を取らないといけません。そのときから変わります。今まで何かの基準で見てそれは全部でたらめで、それは相手にしなくてよいのです。世の中でどんなに、また裁判所でどんなに言われていても、それは仕方なくやることであってクリスチャンの私たちの基準にはなりません。私たちは人をさばきません。どうしたらその人にキリストが伝えられて、キリストの答えが与えられて、その人がこの梁が除かれ自由になれるか、その人が本当にたましいから根本から癒され生かされるか、それだけが基準です。キリストだけです。これが私たちの基準です。
結論
２０１１年を締めくくりながら法律、決まりよりキリストでないといけません。特に年をとればとるほど難しいと言っているのは年をとるのが悪いのではなく、このような霊的なことを知らないまましみ込んでいる基準などがいっぱいあり、それが深く根を下ろすようになったという意味です。だから、年をとっている方々は霊的なことに基づいて、法律、決まりなど、それは否定するわけではありませんが私たちの相手ではありません。皆さんの中にある決まりやルールなども自分を維持していくための運動することなどは良いのですが、自分自身を含め人をさばいたり、人を評価するような基準としては全部、捨ててください。相手にしないでください。キリストだけです。それから、他人の何かを言う前に、考える前に、自分のことを先に省みるというスタンスをいつも持っていてください。さっきも申し上げましたようにイエスを信じている皆さんは安心してください。喜んでください。皆さんは今気づいていないでしょうが、皆さんの中に刺さっていた梁が全部取れました。目の中に小さいちりが入っていてもものすごく苦しいです。それが取れた時の快感の１００倍、万倍、イエスを信じる人は正しくわかれば爽快になる日が来るとおっしゃっています。イエスを信じていらっしゃるのでしょうか。皆さんにある梁が全部取れました。だから、これからは今まであったいろいろな基準は全部捨てて福音の目ですべてを見てください。なるほど。だから、福音が必要なのです。だから、福音を味わわないといけないのです。信徒がいろいろ間違っている理由は何でしょうか。信徒であれば福音を味わっていないからです。それは裁く材料ではありません。祈る材料でしょう。未信者がだめになる理由は何でしょうか。福音を受けていないからです。キリストが必要なのです。その福音の目でこれから見ていかないといけません。それから、１年最後にみなさんの中に少しでもさばきの批判の思いや、また憎しみの思いなど、あるいは挫折の思いなどがあれば全部下して捨ててください。年越しそばは召しあがらなくても良いのですが、これは全部流してください。良いものではないし、全部間違いです。皆さんの基準、強い頑固な基準があったときには、どうしても「これは間違いです」と言っても納得できないかもしれません。霊的なことに基づきますと皆さんが無意識的に、意識的にもっている基準は要らないものです。それは最終的には皆さんも相手も首を絞めるものです。どんなにもっともな合っている話であってもです。霊的なことを全部排除して出てきたものですから、批判、裁き、憎しみの思いなどは全部置いといていきましょう。そして、本当にキリストにより梁が取れたという感謝と愛と憐みだけをもって新しい年を迎えるようにしましょう。そして、来年度を初め、残りの生涯、福音をもって人を生かす生涯を生きるように祈っていきましょう。これがクリスチャンです。「私は今都合が…。別に私には才能がない」とかはまったく関係ありません。皆さんは神のあわれみ、恵みを受け、許された幸せな者です。ただいまだに梁が取れたにもかかわらず、梁の跡が残っていて、ずっとそれを頑固にいばる方々がいらっしゃいますが、自分も相手も困らせることになります。もう一度言います。どんなに話が正しくても霊的なことを排除した論理なので当てになりません。一つだけです。すべての論理、理論が崩れてキリストだけです。そして、相手がああだ、こうだではなくて自分を先に変えましょう。前にも申し上げました。クリスチャンの中でも霊的な問題の一番の特徴は絶対に自分を見ることができません。周りから見ると絶対にそうだと皆思っているのですが、本人は絶対に見ることができません。それもしょうがないです。それがその人の霊的な問題です。だから、キリストによる聖霊の力が必要なのです。そのようなことを最後のメッセージとして心に留めて、今年を飾り来年を迎えたいと思います。心の中にある何か重苦しいものは全部下して、爽快な霊的な喜びをもって年を迎えたいと思います。
〈お祈り〉

愛する天の父なる神様、ありがとうございます。イエス・キリストが私たちに絶対的に必要である梁が刺さっている者であったことに気づきました。どうか今までの基準から私たちが飛び出してそれを全部置いて、キリスト、そして愛と感謝とあわれみの基準、伝道の基準だけをもって福音の目で残りの生涯を生きることができるように一人一人を祝福してください。そのような思いを持って１年を正しく締めくくり、新しい年を迎えることができるように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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